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ୈ 1અ　保存修理事ۀの概要
໊　　শ 旧三笠ホテル　₁棟
஍ࡏॴݱ 長野ݝ北ܰ܊ٱࠤ井୔ொ大字ܰ井୔1339ô3û2
ॴ༗ऀݱ ܰ井୔ொ
用　　్ ホテル（当初）、ത物ؗ（現在）
建çஙç೥ 明࣏3ÿ年（1905）
建çஙçओ 本直良ࢁ
設çܭçऀ Ԭ田時太࿠
؂çಜçऀ ສ平౻ࠤ
ç工çऀࢪ 小ྛ୅造（棟梁）、小ྛࣣ޹（෭棟梁）
ఆ۠෼ࢦ 重要文化ࡒ（ত࿨55年₅݄31೔付）
मཧํ਑ 半解体修理及び耐震補強
事業ؒظ ྩ࿨元年⚖݄₃೔ʙྩ࿨⚗年⚙݄30೔
૯事業අ 1ó315ó130ó000ԁ
事ç業çऀ ܰ井୔ொ
設؂ܭཧ ެӹஂࡒ法人文化ࡒ建造物保存ٕज़ڠձ
工事੥ෛ 清水建設ג式ձࣾ東ژ支ళ長野Ӧۀ所
ུ֓೥ද

࿨ྐྵ 西ྐྵ ग़来事
明࣏37 190û 本ؗ着工
明࣏3ÿ 1905 本ؗ落成

明࣏39 1906
本ؗӦۀ։࢝
೔本ؗ落成

明࣏û3 1910 ߽雨による大水֐で೔本ؗଞ₁棟ྲྀ失
大ਖ਼₃ 191û このࠒ別ؗӦۀ։࢝
大ਖ਼1û 1925 明࣏屋（ү野長ଂ）がങ収し、ג式ձࣾ三

笠ホテルとなる
ত࿨19 19ûû Ӧٳۀ止、外຿লܰ井୔ग़張所となる
ত࿨21 19û6 ถ܉に接収、ถ陸܉ୈ一ٍฌஂࢣのকฌٳ

養所となる

ত࿨26 1951
ถ܉の失火により別ؗম失
ถ陸܉ീ܉のকߍレストホテルとなる

ত࿨27 1952 三笠ハウスとしてホテルのӦۀ再։
ত࿨û1 1966 ү野ෆ動ג࢈式ձࣾ΁঎߸変更
ত࿨û5 1970 三笠ハウスഇۀ
ত࿨û7 1972 式ձࣾ೔本長期৴用ۜ行がങ収ג
ত࿨û9 197û ໿50̼北西΁曳家し移築保存

ত࿨55 19ÿ0
ܰ井୔ொ΁寄ଃ
重要文化ࡒにࢦ定

建෺֓ཁ
建物は、木造二階建て、スレート葺、ܻ行û2õ3̼、梁
間16õû̼で、敷地北西寄りに南面して建ͭɻ平面は、東

第1章　概　　　説
西྆翼をਖ਼面に突ग़させたԜ型を基本とするが、西面に
半ീ角形を突ग़させてࠨӈ対শを่すɻ主ؔݰを東翼中
央南に設けて、ロビー΁のग़入口とし、ロビーԞにリビ
ングルームやライブラリーなどのڞ有空間を配すɻਖ਼面
中央にはバルコニー付きの車寄ؔݰを設け、そのԞにགྷ
場付き྆ฦしの主階段を置くɻ₁階の西半及び₂階はす
΂て客室とし、西面の突ग़部は₁、₂階とも便所とするɻ
構造は、側廻りを組石造布基礎として土台を据え、通
し柱、管柱、間柱を建て、胴差、梁ܻ、筋違で固めるɻ
小屋組は、東西翼をクイーンポストトラス、棟高の௿
い中央棟をΩングポストトラスとするɻ
屋根は、スレート葺の寄棟造で、西面突ग़部にീ角形
の塔屋をࡌせ、ਖ਼面の中央と東西翼中央、എ面の中央に
飾り破風を設けるɻ
外壁は、軸部や胴蛇腹、窓額ԑなど木構造を強調した
スティックスタイルを基調とし、壁板は下見板張り、軒
は持ૹりで支持するɻ窓は、Ҿ違い又は上げ下げのガラ
ス窓で、₁階にはアーチ形のཝ間を付けるɻ൶は、ਖ਼面
をҾ分けの腰付ガラス戸とする΄かは։き戸とするɻؔݰ
内部は、床を板張りとし、その上にリノリウムを廊下
と階段は筋敷、ロビーとライブラリーは中央敷、₂階客
室は全面敷とするɻ壁は、漆喰塗で෯木と腰見切を८ら
し、天井は、一部を除いてࢅにൽ付きのࡶ木半割丸太を
用いた木組板張天井とするɻ

工事֓ཁ
ॡ工から115年が経過して進行した各部の劣化を補修
するための保存修理工事を࣮施したɻ初めに素屋根など
必要な仮設足場を設置して解体に着手したɻ解体範囲は、
雨漏りがみられた屋根及び野地の全面と小屋組の໿半分、
竪樋からの漏水により破損した壁と軸部の一部とし、破
損ݸ所を補修又は取替えて組立て直したɻまた、経年劣
化した内外の塗装の全面塗替えと、漆喰壁の塗直し、建
具や照明器具を取外して破損部を補修した΄か、設備配
線・配管の更新などを行ったɻ耐震補強工事は、耐震性
能を向上させるため、鉄骨フレーム補強や水平ブレース
補強、煙突や基礎石の補強などを行い、これら耐震補強
工事に支障となる内部の床や天井を解体し、補強後に復
旧したɻ
この΄か、ਖ਼面₂箇所の車寄や屋根の天然スレート葺、
内装などの復原を行い、大ਖ਼຤期からত࿨初期の࢟に復
原したɻ
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ୈ 2અ　ܰ井୔ொの概要

₂ʵ₁　位置とࣗ然؀境
ܰ井୔ொは、長野ݝの東端、܈അݝ境に位置するɻઙ
間ࢁ（Ḽ₁）の南東࿢の؇ࣼ面に޿がるඪ高900ʙ1ó000N
の高原地であるɻ東ژ౎৺から直線ڑ離125ᶳに立地し、
避ॵ地・別૳地・ޫ؍地としても知られるɻ
ொ域は、東西12õ5ᶳ、南北1ûᶳ、面積156õ03Lᶷで、
、が面積の໿55ˋを઎めるɻ起伏๛かな地形を形成しྛࢁ
東部から南部にかけては、ඓ
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風ࢁ等の1ó000Nを௒えるࢁ々が࿈なり、西側はなだ
らかなࣼ܏で޿大なٱࠤຍ地΁続くɻこれらのࢁ間には
古くよりؔ東平野΁ൈける急फ़なӒ

うすいとうげ

ණಕ、南には入
いりやまとうげ

ಕࢁ
と࿨ඒಕがあり、ྡ接するࢢொଜを結Ϳɻ
植生は、৿ྛや૲原、࣪原など変化に෋んだ地形のも
と、1ó000छを௒えるҡ管ଋ植物がࣗ生しているɻࣗ然
ྛは、ઙ間ࢁ中腹からࢁ腹などごく一部の地域でシラビ
ιྛ、カラマπྛ、アカマπྛ、ハルニレྛなどが見ら
れ、ઙ間ࢁ෾火のӨڹがগなかったӒණಕでは、ϛζφ
ラ、ブφといった落葉޿葉樹ྛが残るɻこれらの一部の
ྛを除くと、明࣏以߱に植ྛしたカラマπの人工ྛがࢸ
る所に޿がり、かͭて਋୸ྛとして利用されたコφラ、
クリなどのཬྛࢁが南部を中৺に残るɻ
ொ内のՏ઒は、౬઒と୙઒の₂ͭの水系にଐするɻ౬
઒は、白ࢳのୌ付近の༙水に端をൃし、ઍϲୌなど޿い
地域をू水域として南下し、泥઒、ൃ地઒、ໜ୔઒とॱ
࣍合ྲྀして、ݝ下を貫ྲྀするઍ曲઒΁ୡするɻொ域の⚘
割以上がઙ間火ࢁの෾ग़物で覆われ、主な土壌は火ࢁ᛽
や火ࢁ灰とܰ石層で構成され、水はけがよいɻ
年間平ۉ気Թ⚙ˆ前後のྫྷྋな気候である一方、平ۉ
࣪度はÿ0ˋ前後と多࣪であるɻ年間߱水ྔは、1ó000ʙ
1ó500NNでՆقに多くౙقにগないɻ⚖ʙ⚙݄を中৺
にໄが多くൃ生し（Ḽ₂）、この時期の೔照時間はগないɻ
ౙقにはྵ下15ˆ前後となるが、߱ઇྔはগなく、年࠷
ਂ積ઇྔは平35ۉDNఔ度であるɻ

₂ʵ₂　ࣾձత؀境
明࣏22年（1ÿÿ9）ொଜ੍の施行により、ொଜ合ซが࣮
行され、ܰ井୔ଜ、ಕொ、長૔ଜの一部（۹掛・塩୔）
が合ซして東長૔ଜがൃ足、ൃ地ଜ、追分ଜ、長૔ଜの
一部（आ॓・༉井・ௗ井原）が合ซして西長૔ଜがൃ足
したɻ大ਖ਼12年（1923）、避ॵ地としてのൃలによるଜ
の౎ࢢ化と、ܰ井୔（Ḽ₃）というݺশが一ൠになったた
め、東長૔ଜがொ੍を施行し、ܰ井୔ொと改শするɻত
࿨17年（19û2）ݝのࣔࢦもあって、ܰ井୔ொと西長૔ଜ

が合ซしたɻさらに、ত࿨30年୅にはྡ接するޚ୅田ொ
の一部の合ซやฤ入を経て、現在にࢸるɻ
ྩ࿨₄年のࠃ੎調査によるܰ井୔ொの人口は、19ó6ÿû
人であるɻઓ後からの人口ਪ移は、ত࿨50年ࠒまではԣ
͹い܏向で、それ以߱平成までは上ঢ܏向が続き、ྩ࿨
以߱も転入が転ग़を上回るɻഎܠとしては、ट౎ݍを中
৺とした地域からの人口のྲྀ入、別૳地域における定ॅ
化の高まり、周ลࢢொଜからの転入等があるɻ
ྩ࿨₂年の15ࡀ以上のबऀۀ数はÿóû27人で、ۀ࢈別
の割合は、ୈ₁࣍ۀ࢈が3õ5ˋ、ୈ₂࣍ۀ࢈が1ûõ1ˋ、
ୈ₃࣍ۀ࢈がÿ1õûˋとなり、ୈ₃࣍ۀ࢈のൺ率が著しく
高いɻこれは、ொ内に॓ധۀ、ҿ食サービスۀ、Էചۀ、
小ചۀといったؔޫ؍࿈事ۀ所が多数存在するためであ
るɻޫ؍客数は、平成15年以߱ÿ00ສ人前後でਪ移し、
平成30年をϐークに໿ÿ70ສ人、その後コロφՒで一旦
落ち込んだが、ྩ࿨₅年には໿775ສ人と回復しているɻ
ަ通網は、北陸新װ線が΄΅中央をԣ断し、ฒ行在来
線のしなの鉄ಓが、ܰ井୔と長野ࣰࢢノ井間を結び、ܰ
井୔Ӻの΄かொ内に₂ͭのӺを有するɻ主要ಓ路は、東
西をࠃಓ1ÿ߸、南北をࠃಓ1û6߸が通過し、ொ外南部に
上৴ӽࣗ動車ಓのӒණܰ井୔*õ$があるɻ

₂ʵ₃　ྺ　　࢙
有࢙以前のܰ井୔は、古くはໜ

も

୔
͟わ

઒上ྲྀからೄ文前期
の土器がग़土しているɻໜ୔南

みなみいしどう

石ಊҨ跡では主に同୅後
期のҨ物と竪݀式ॅډや石ุ׹等がൃ۷されているɻ
南東部の܈അݝ境に位置する入ࢁಕでは、ཱྀのಓ中の
安全をئفしたとされる石製໛造ࡇ器（ฎ

͵さ

）が多くൃ見
され、古୅からこの地はަ通の要所であったɻ
ಓが整備され、೉所と知られたࢁ戸時୅になると中ߐ
Ӓණಕ（Ḽ₄）をӽえ、ߐ戸から数えて1ÿ番目の॓場とし
てܰ井୔॓（Ḽ₅）が։かれたɻܰ井୔॓から南西΁向か
うと۹掛॓に入り、さらに西΁進むと北֗ࠃಓとの分ذ
点となる追分॓にࢸるɻこれらはઙ間根腰の三॓とݺ͹
れ、近世には॓場ொとして೐わいをみせたɻ
明࣏になると中ࢁಓをԟ来するཱྀ人が年々ݮগし、ॅ
ຽの離ଜも൐ってܰ井୔は高ྫྷפ地の一ଜとしてਰୀの
一్をたどったɻさらに、明࣏17年（1ÿÿû）Ӓණ新ಓ
ಓԊいの旧॓ࢁの։通によって、中（ಓ1ÿ߸の旧ಓࠃ）
場ொはܾ定తな打ܸをडけたɻ
避ॵ地としてのܰ井୔は、明࣏1ÿ年（1ÿÿ5）カφダ生
まれのӳࠃ੟ެձએࢣڭアレΩサンダー・クロフト・シ
ϣーとスコットランド生まれで工部大ֶࢣߨであったδ
ェームス・メイン・σィクιンの二人がཱྀ行の్中にܰ
井୔を๚れたのがൃ端とされるɻシϣーは、ڷނをࣱͿ



3ୈ 2 અ　ܰ井୔ொの֓ཁ

そのඒしい清੅なࣗ然と気候に感୰し、Նになると家଒
を࿈れて଺在し、明࣏21年（1ÿÿÿ）には旧ܰ井୔の大௩
、దであることを࣮ફし޷に別૳を建て、避ॵ地としてࢁ
એࢣڭをは͡めとしたԤถ人に঺հしたɻこうしてܰ井
୔॓の周ลに外ࠃ人別૳が建てられていった（Ḽ⚖）ɻ
明࣏26年（1ÿ93）の৴ӽ本線ԣ઒ʙܰ井୔間の։通に
より、避ॵ地としてのൃలが加଎したɻ同年にはܰ井୔
における೔本人初の別૳が建てられた（Ḽ⚗）ɻσィクι
ンが଺在したのをܖ機に、同27年には亀屋ཱྀؗが亀屋ホ
テル΁改築・改໊し、同33年には旧本ਞを取りյしてܰ
井୔ホテルが新築され、外ࠃ人を中৺としたཱྀ行ऀを本
格తにडけ入れ࢝めたɻこうした༸風ホテルの஀生によ
り、別૳や貸別૳に加えて避ॵऀの଺在先が֦充されたɻ
大ਖ਼初期には、大手ࢿ本（Ḽ⚘）のࢀ入によって、大規

໛な別૳։ൃ・分ৡが࢝まり、別૳地が旧ܰ井୔から西
や南΁֦大したɻ೔本人の間でも、੓ք・ࡒքをは͡め
文化人など上ྲྀ階級による大型別૳が建てられ、大ਖ਼12
年（1923）には、೔本人避ॵ客が外ࠃ人避ॵ客を上回っ
たɻত࿨前期にかけては、ΰルフ場、ڝഅ場などのָޘ
施設が新設されてޫ؍։ൃが進み、外ࠃ人એࢣڭたちが
築いた清ශな避ॵ地から、೔本人による՚やかな別૳

Ḽ

₁ɽඪ高2ó56ÿNのܰ井୔ொ北西端、܈അݝ境にそびえる活火ࢁɻ

天明₃年（17ÿ3）の大෾火で、΄΅ொ全域が火ࢁ᛽や火ࢁ灰

に覆われ、大部分の植物がࢮ໓したɻ

₂ɽ年間100೔以上ໄがൃ生するɻՆقはӒණಕによる急ܹな気

圧・Թ度௿下、ळقは์ࣹྫྷ٫が主なൃ生要Ҽɻ

₃ɽʮかるい͟わʯは古くはʮかるいさわʯとݺ͹れていたɻ地

໊の༝来はॾઆあり、水がᔾれた୔の意ຯでʮかれさわ（ᔾ

୔）ʯ、ܰ石によってできた୔の意ຯでʮܰ石୔ʯ、ಕでՙ物

をഅからおΖしてഎෛって登ったことから、古ޠでഎෛうを

意ຯするʮかるうʯから転͡たઆなどがあるɻ

₄ɽ中ࢁಓ旧ಓのӒණಕ（旧Ӓණಕ）は新ಓのӒණಕより北΁₃

ᶳ΄どの位置にあったɻ

₅ɽ現在の旧ܰ井୔一ଳにあり、天保1û年（1ÿû3）には戸数119

戸、本ਞ₁軒と࿬本ਞ₄軒、ཱྀ᝷屋21軒であったɻ

⚖ɽ別૳数は、明࣏30年（1ÿ97）に30戸ఔ度、同39年には113戸

まで増えたɻ

⚗ɽ旧ւ܉大ࠤであったീ田༟二࿠により建てられた木造二階建

の建物で、現在はொࢦ定文化ࡒとなっているɻ

⚘ɽശ根土地（現プリンスホテル）、ࣛౡ建設、野୔組などɻ

ਤ1ô2ô1　௕野ݝ全ਤとܰ井୔ொ全ਤ

地・ޫ؍地΁変๴していったɻ
ઓ後は、スポーπとレクリΤ
ーシϣン施設が相࣍いで建設さ
れ、平成にかけては、文化施設
の充࣮と高଎ަ通網の整備によ
り、ट౎ݍから਎近な文化ޫ؍
౎ࢢとしてൃలしたɻ
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ୈ 3અ　旧三笠ホテルの概要

₃ʵ₁　立地
旧三笠ホテルは、かͭて中ࢁಓܰ井୔॓のあった旧ܰ

井୔より໿₂ᶳ北方の通শ三笠（Ḽ₁）の地に所在するɻѪ
ౠࢁの北西࿢のඪ高໿1ó000Nに位置し、周囲をࢁに囲
まれた南下りの؇いࣼ܏地に立地するɻত࿨35年（1960）
までわが࠷ࠃ初の高ࢁ鉄ಓとして新ܰ井୔と૲௡Թઘ間
を結Ϳ૲ܰ電気鉄ಓ（Ḽ₂）が付近を通っていたɻそのي
ಓ跡はฮ装され、現在は旧ܰ井୔ロータリーから続く三
笠通りとなり、落

か

葉
ら

দ
まͭ

や੺দ、ᒣ
もみ

の大木が立ちฒび、そ
の྆側には大ਖ਼からত࿨初期にかけて整備されたؓ੩な
別૳地が޿がるɻこの地はܠউ地としても知られ、谷間
には多くの༙水があり、敷地西側をྲྀれるਫ਼進場઒の水
もあった（Ḽ₃）ɻݯになっている΄か、ܰ井୔Թઘのઘݯ

₃ʵ₂　Ԋֵ
三笠ホテルは、明࣏26年（1ÿ93）に࣮ۀ家ࢁ本直

なお

良
よし

（1ÿ70ô19û5）（Ḽ₄）の෕直
なお

成
しげ

が໿10ສ௶の当地をߪ入し
たことに࢝まる（Ḽ₅）ɻ޿大な૲野をৡりडけた直良は、
当初ཙ೶経Ӧをࢼみたが火ࢁ灰地のྫྷྋな気候のためう
まくいかず、ホテル経Ӧを中৺とした別૳地（Ḽ⚖）の։
ൃに切り替えたɻそれまで、定॓としていたສ平ホテル
のࠤ౻ສ平（Ḽ⚗）に相ஊしてܭըを進め、ホテル本ؗは
明࣏37年（190û）Նࠒに着工したɻ設ܭはԬ田時太࿠
（1ÿ59ʵ1926）（Ḽ⚘）、棟梁・෭棟梁は地元の大工小ྛ୅
造・ܑࣣ޹ఋ（Ḽ⚙）で、؂ಜはࠤ౻ສ平が຿めるなど೔
本人の手によって建築されたɻ明࣏3ÿ年（1905）₃݄に
上棟、ळࠒに落成し（Ḽ10）、そのཌ年の₅݄には本格త
にӦۀが։࢝された（Ḽ11）ɻ։ۀ当初、޿大な敷地内には、
ఉԂ、テニスコート、プール、ٷ場、຀場、三笠ࡉ工所、
三笠মಃ࣓器製作所（Ḽ12）など様々な施設（Ḽ13）があったɻ
ホテル経Ӧ以外に、ژ౎のಃܳ家ٶ઒߳ࢁ（Ḽ1û）らをট
ᡈして三笠মを։༼した΄か、ΖくΖࡉ工、木

あ け び

通ࡉ工な

ਤ1ô3ô1　ࢁ本直ྑ
ܰ井୔高原文庫所ଂ

間は੺字が続き（Ḽ19）、大ਖ਼1û年（1925）に明࣏屋のү
野長ଂ（Ḽ20）がങい取り、ג式ձࣾ三笠ホテルとなったɻ
ত࿨19年（19ûû）にはઓ૪のためӦۀをٳ止、一時外
຿লܰ井୔ग़張所となる（Ḽ21）ɻઓ後ถ܉に接収され、
同21年₂݄よりถ陸܉ୈ一ٍฌஂࢣのকฌٳ養所とな
る（Ḽ22）ɻ同26年ౙにはถ陸܉ୈീ܉のকߍレストホテ
ルとして࢖用され、ཌ年₃݄の接収解除後、໊শを三笠
ハウスと改めて支配人໊ࢁ఻ฌӴ（Ḽ23）がआりडけてホ
テルのӦۀを再։したɻג式ձࣾ三笠ホテルは、ত࿨û1
年（1966）⚖݄ү野ෆ動ג࢈式ձࣾ΁঎߸を変更し（Ḽ2û）、
ホテルは同û5年10݄にഇۀしたɻ同û7年₂݄にג式ձࣾ
೔本長期৴用ۜ行がྈを建設するために土地付きでങい
取った（Ḽ25）ɻ取りյしの動きもあったが、文化ֶӃ建
築Պ研ڀใʮܰ井୔の近୅建築ʯ（Ḽ26）によって঺հさ
れたのを機に、೔本建築ֶձһ、ܰ井୔文化ڠձ、ஂޒ
体ٞڠձなどによって保存ӡ動が起こり、同û9年໿50̼
北西΁曳家して移築保存された（Ḽ27）ɻその際、北側の
ཋ室、北東側の調理場や食ಊなどの付ଐ棟が撤去され、
ロビーのؔݰ廻りを復原するなどの整備が行われた（Ḽ2ÿ）ɻ
ত࿨55年（19ÿ0）にはܰ井୔ொの所有となり、重要文化
定され（Ḽ29）、同57・59年の修理後はത物ؗ施設ࢦにࡒ
として建物のެ։を行ってきたɻ

₃ʵ₃　明࣏期のܰ井୔のホテル
明࣏中期以߱、ܰ井୔では避ॵ地における別૳଺在と
いうライフスタイルが定着していったが、ָޘを備えた
ホテル଺在という避ॵ地の新しい過ごし方をఏҊしたの
が三笠ホテルだったɻ当時のॻ੶や古写真から、޿大な
敷地にはテニスコート、プールなどがあり、建物内には
客室や食ಊのଞにビリヤード場、ञ場、ஊ࿩室、ಡॻ室、
༡ٔ室などのָޘ施設があり（Ḽ30）、࠷新の設備を備え
た一大レδϟーホテルであったことが࢕えるɻ
明࣏時୅のܰ井୔には、建築年ॱにܰ井୔ホテル、ສ
平ホテル、三笠ホテルの₃ͭの༸風ホテルがあったɻ三
笠ホテル以外は現存していないため、ৄࡉはෆ明だが、
明࣏຤における各ホテルの概要は表1ô3ô1のとおりであ
る（Ḽ31）ɻいずれも本ؗは、木造二階建、外壁は下見板張
で、三笠ホテルとສ平ホテルは同͡大工棟梁によって建
築され、ਖ਼面中央にバルコニー付きの車寄があることが
通しているɻ一方で、三笠ホテルはスティックスタイڞ
ル（Ḽ32）を基調とした意匠で、屋根が天然スレート葺で煙
突が付ଐするなど、外؍からは西༸風の印৅をより強く
डけるɻ内部も水洗便所やニードルシϟワー（Ḽ33）、Թઘ
をҾき込むなど設備が充࣮しており、Ӻから離れていた
にもかかわらず、॓ധྉは₁等12ԁと突ग़していた（Ḽ3û）ɻ

ど地元の工ܳ品を製作して、
旧ܰ井୔三笠通りにग़ళした
三笠঎ళでൢചしたɻ
明࣏39年⚘݄には本ؗの後
方西側に೔本ؗが׬成するが
（Ḽ15）、同û3年⚘݄の߽雨によ
るߑ水でྲྀग़する（Ḽ16）ɻ大ਖ਼
₃年（191û）には別ؗをӦۀ
։࢝（Ḽ17）するなど、本ؗॡ
工後も別棟の新築が行われた
（Ḽ1ÿ）ɻしかし、։ۀ以来数年

無断使用禁止



5ୈ 3 અ　旧三笠ホテルの֓ཁ

Ḽ

₁ɽかͭては౬の୔とݺ͹れていたɻ三笠という通শは、ࢁ本直

良によって໊付けられ、༝来はॾઆあるɻ؟前のѪౠࢁがಸ

良ࢢにある三笠ࢁの࢟に似ていること、೔露ઓ૪で࿈合ୂ؋

三笠にあやかったなどのઆがあるɻ؋を຿めたઓ؋ض

₂ɽ大ਖ਼₄年（1915）に新ܰ井୔ʙ小੉間まで։ۀし、同15年に

新ܰ井୔から૲௡までの全線（55õ5ᶳ）が։通したɻ三笠ホ

テルの南໿600̼の位置に࠷寄りӺの三笠Ӻが所在していたɻ

ত࿨35年（1960）新ܰ井୔ʙ上भ三原間（37õ9ᶳ）がഇ止、

同37年に全線ഇ止となるɻ

₃ɽ明࣏3ÿ年（1905）10݄17೔と明࣏39年⚘݄₁೔のಡച新ฉに

ʮ三笠ホテル　ܰ井ᖒԹઘʯのࠂ޿がࡌܝされているɻʮਵච　

はんてん木　小さな事࣮ʯには、ホテル裏のԞにԹઘが༙ग़

し、このԹઘをҾ౬・加೤してڙしていたとあるɻ

₄ɽ明࣏₃年（1ÿ70）₂݄25೔生まれɻ小඿ൡ士でؠ૔具視の側

近だったࢁ本直成の࣍உɻ東ژఇࠃ大ֶ೶ֶ部ଔۀɻઍࡀւ

上火ࡂ再保ݥ取締໾、೔本༣ધ؂査、明࣏製՛໾һなどの要

৬をྺ೚、明࣏30年ஸ
てい
ಫ
Ώう
ۜ行初୅಄取ब೚（h 人事ڵ৴࿥ʱ

（1903）΄かより）ɻ࠺のࢁ本Ѫ子は作家有ౡ෢࿠のຓで、ఋ

にը家の有ౡ生അ、作家のཬ見ℂがいるɻ

₅ɽh ܰ井୔物ޠ（ɦ1991）120ทによるɻ直良は、明࣏36年（1903）

には合わせて25ສ௶を取ಘしたとされるɻ

⚖ɽ別૳としては、明࣏຤に小આ家有ౡ෢࿠の෕・෢が建てた浄

本直良が建てた貸別૳が⚖、⚗戸あった΄か、ত࿨ࢁ、݄҇

初಄に数戸建ったఔ度とされる（h ܰ井୔別૳࢙ʱ106ท）ɻ

⚗ɽࠤ౻ສ平（1ÿ50ʵ191ÿ）は、ສ平ホテルの૑ऀۀɻ明࣏29年

（1ÿ96）ʮ亀屋ホテルʯからʮᤈ平ホテルʯ΁改໊、明࣏35年

現在地に移転しʮສ平ホテルʯに改໊ɻত࿨11年にアルプス

ؗ（登࿥有形文化ࡒ）が建てられたɻ

⚘ɽ安੓⚖年（1ÿ59）に౜௡ൡ士の家に生まれるɻ大ࡕ造ฎྈ、

ਆ戸鉄ಓۈہ຿などを経て、明࣏19年（1ÿÿ6）同ڷのୢ野金

建築事຿所を։設するɻ同21年೔本ۜ行建築のޗとୢ野金ޗ

ためにୢ野に൐って༸行し、ཌ年にかけてロンドン大ֶに在

੶ɻࠃؼ後、明࣏2ÿ年まで೔本ۜ行建築所のٕࢣとして新築

工事の؂理にै事ɻ同32年ಠ立して東ژにԬ田工຿所を設立

し、Ἒ৓ࢢٱڇݝに煉瓦造のシϟトーカϛヤৢ造場及び事຿

室などを設ܭする（h 重要文化ࡒシϟトーカϛヤ旧ৢ造場施

設保存修理工事（֐ࡂ復旧）ใࠂॻ （ɦ2016））ɻ೔露ઓ૪຤

期の明࣏3ÿ年⚖݄にຬभ܉૔庫৤ୗとなって大࿈に渡り、ཌ

年、大࿈にԬ田工຿所を設立し、設ܭのみならず施工も੥け

ෛったɻত࿨元年（1926）大࿈にて੦去ɻ

⚙ɽ東長૔ଜのग़਎ɻ小ྛ୅造（1ÿ5ÿʵ1917）はܰ井୔一の棟梁

といわれ、ఋのࣣ޹（1ÿ73ʵ19û3）とシϣー記೦ྱഈಊ（明

࣏26年）、ສ平ホテル（明࣏35年）などを手掛けたɻ

10ɽ明࣏3ÿ年（1905）10݄17೔のಡച新ฉに三笠ホテルのࠂ޿が

ɻ（照ࢀୈ₅ষୈ₅અ　図5ô5ô1û）されているࡌܝ

11ɽ॓ധ台ாであるʮ3E(*S5E3ç5HEç.*,ASAçHO5E-ʯに

は、明࣏39年（1906）₅݄29೔より॓ധऀの記ࡌが࢝まる

（ୈ₅ষୈ₅અ　図5ô5ô10ࢀ照）ɻ

12ɽ三࿈๪登り༼一基、仕上༼一基、素ম༼を備えていたとされ、

໊　শ 三笠ホテル ສ平ホテル ܰ井୔ホテル

建築年 明࣏39年 明࣏35年 明࣏3û年

૑ऀۀ 本直良ࢁ ສ平౻ࠤ ࿡۽౻ࠤ

大　工 小ྛ୅造 小ྛ୅造 ෆ明

立　地
Ѫౠࢁの࿢ ܰ井୔॓ࡩの

୔（移転）
ܰ井୔॓本ਞ

Ӻから
のڑ離

3õ3ᶳ（30ஸ） 1õ6ᶳ（15ஸ） 1õûᶳ（13ஸ）

構　造 木造₂階建 木造₂階建 木造₂階建

屋　根 スレート葺 瓦葺 ෆ明

外　壁 下見板張り 下見板張り 下見板張り

棟　数 ₁棟（̢û3年
೔本ؗྲྀ失）

₂棟（̢3ÿ年
ઙ間ؗ増築）

₂棟（̢3ÿ年
新ؗ増築）

客　室 30室 50室 60室

定　һ û0人 60人 70人

༸　式 ෹འ西式 ѥถ利加式 ѥถ利加式

॓ധྉ
₁等12ԁ
₂等⚘ԁ
₃等₅ԁ

₁等⚘ԁ
₂等⚖ԁ
₃等₃ԁ

₁等⚗ԁ
₂等₅ԁ
₃等₃ԁ

備　ߟ ত࿨û9年本ؗ
移築

ত࿨11年本ؗ
建替え

ত࿨13年ഇۀ
（Ḽ35）

ਤ1ô3ô3　ສ平ホテル（明࣏35೥ࠒ）
ສ平ホテル所ଂ

表1ô3ô1　明࣏຤のܰ井୔のホテルൺֱ

ਤ1ô3ô2　ܰ井୔ホテル
ʰノスタルδック・ホテル物ޠʱより

無

断

使

用

禁

止



6 ୈ₁ষ　֓　　　આ

敷地南東にあったɻ明࣏û3年（1910）の水֐で製造中止とな

ったが、大ਖ਼10年（1921）にʮѨさまমʯにҾき継がれ、ত

࿨₅年（1930）まで土࢈物などとしてൢചされたɻ

13ɽh 敷ౢඒ؍�下巻 （ɦ明࣏39年ൃ行）にʮఉ前には׬࠷全なる

ʮテニスコートʯあり、花Ԃあり、大஑あり、大ٷ場あり、

຀場あり、木通及木根を以て製する三笠ࡉ工所あり、ઙ間砂

を以て製する三笠মと᜝するಃ࣓器製作所あり、೭れは൴の

ᚸᷤমを以て有໊なるٶ઒߳ࢁԧの؂ಜの下に、注文をडけ

製作ൢചすɻʯとあるɻ

1ûɽٶ઒߳ࢁ（1ÿû2ô1916）は、明࣏時୅を୅表するಃ工で、有

ౡ家と਌ަがあったɻ߳ࢁにࢣ事していた井高ࢁؼ、৿߳भ

らも製作、ࢦ導にあたったとされるɻ

15ɽ明࣏39年⚘݄₁೔ಡച新ฉにʮ三笠ホテル　೔本ؗ落成ʯの

ɻ॓（照ࢀୈ₅ষୈ₅અ　図5ô5ô1û）されているࡌܝがࠂ޿

ധ台ாの部屋໊には、明࣏û1年⚗݄よりʮ೔本ؗʯの記ࡌが

あるɻ

16ɽ明࣏û3年（1910）⚘݄1û೔৴ೱ毎೔新ฉにʮ三笠ホテルのڊ

屋ありしはଖ東側にᷓྲྀし࿈接せる࿨༸折஭の一棟をԡྲྀし

७೔本風の数حをڽらせる一棟の土台下をງりྲྀしたれ͹ੋ

も間もなく倒յし༔ࠌの間に数ສᅵのՁ஋ある風խの建築物

二棟をӊ有にؼせしめたるʯとあるɻまた、ߑ水によって三

笠ホテル΁の接ಓが敷地東側から西側のਫ਼進場઒Ԋい΁変わ

ったɻ

17ɽ別ؗは、敷地後方東側のٰの上に建てられたɻ大ਖ਼຤ࠒの古

図面には、₁、₂階平面図がඳかれており、客室は12室ある

（ୈ₅ষୈ₅અ　図5ô5ôû9ࢀ照）ɻ建築年୅はෆৄだが、॓ധ

台ாの部屋໊には、大ਖ਼₃年⚗݄よりʮAOOFYʯの記ࡌがあ

りこのࠒ։ۀしたとߟえられるɻなお、ত࿨26年（1951）ळ

ถ܉の失火によりম失したɻ

1ÿɽ೔本ؗと別ؗ、三笠মಃ࣓器製作所、ボイラー室などの付ଐ

棟は元鉄ಓ大工であった後౻ઙ٢とそのଉ子ܑఋ後౻ઋീ・

良造がӦむ後౻工຿所による建築ɻ後౻工຿所は、敷地内の

૳（ともに現存せࢁ本直良の別૳の΄か、新渡戸Ҵ造のࢁ

ず）を手掛けたとされるɻ

19ɽ大ਖ਼₄年（1915）から同12年まではদ田ࢯが支配人となって

経Ӧを一೚され、ࠇ字に転換したとされるɻ大ਖ਼₄年ൃ行の

ʰHO5E-S�*N�+APANʱにはʮSõ.BUTVEB
.BOBHFSʯとあるɻ

20ɽʮܰ井୔の近୅建築ʯ11ทによるɻただし、大ਖ਼13年（192û）

⚗݄₂೔のಡച新ฉのࠂ޿には、三笠ホテルの॓ധਃ込先が

中央௾となっているため（ୈ₅ষୈ₅અ　図5ô5ô1ûࢀ照）、

このࠒすでに経Ӧが変わっていたとみられるɻ明࣏屋は明࣏

1ÿ年（1ÿÿ5）にԣ඿で૑ۀし、現在は東ژ౎中央区ڮژに本

ࣾを置く小ചऀۀɻ三笠ホテルの事࣮上の経Ӧは明࣏屋の子

ձࣾである中央௾（明࣏û0年૑ۀのٶ内ிޚ用ୡレストラ

ン）が行ったɻү野長ଂ（1ÿ7ûô1967、旧੏三ౡ）は、ௗ取

、ग़਎で、明࣏31年ү野঎ձ（現明࣏屋）に入ࣾしࢢ૔٢ݝ

同35年にү野ܭの長ঁ・٠と結ࠗ、大ਖ਼⚘年（1919）明࣏屋

三୅目ࣾ長にब೚ɻ

21ɽ外຿লग़張所として、₅໊の৬һとその家଒がற在した（h ハ

ンガリーެ࢖大ٱ保利ོが見た三ࠃ同ໍʱ230ท）ɻত࿨20年

（19û5）₅݄にはロシア人などのૄ։場所にも充てられた

（h ৺のྐ（ઓ時下のܰ井୔）ɦ 110ท）ɻ

22ɽ接収։࢝年݄はʰ続೔本ホテルུ࢙ （ɦত࿨2û年）によるɻ

23ɽถ܉接収時にສ平ホテルのチーフで、明࣏屋より建物をआり

डけてӦۀしたɻ໊ࢁは家଒͙るみで経Ӧに当たったɻ

2ûɽত࿨û1年（1966）10݄のү野ෆ動᷂࢈取締໾ࣾ長ү野ݠଂか

らܰ井୔ொ長΁Ѽてたॻ面によるɻ

25ɽ家屋調査ॻによるとত࿨û7年（1972）₂݄15೔にү野ෆ動࢈

ܭ೔本長期৴用ۜ行΁ചങされたɻ当初の（ג）から（ג）

ըは、東翼ؔݰとロビーを残して大部分は解体される༧定で

あった（ত࿨û7年10݄10೔৴ೱ毎೔新ฉ）ɻ

26ɽ文化ֶӃ建築Պのֶ生の࣮शとして、ত࿨û5ʙû6年にかけて

行った₃回（₃೔間ఔ度ʗ回）の現地調査やؔऀ܎΁のฉき

取りを元にまとめたû6ทのใࠂॻɻ

27ɽত࿨ûÿ年（1973）のʮ長ۜܰ井୔三笠ハウス移築工事ʯの工

事図面より、建物の向きを൓時ܭ回りにएׯ変えながら໿50

̼北西΁曳家したことが分かるɻ

2ÿɽ移築工事において、ロビーの南面中央間のؔݰग़入口を当初

の窓に復原し、後設の車寄せを撤去したɻまた、ライブラリ

ーの北側に張りग़したサンルームを撤去して外壁とग़入口を

整備し、ཋ室や食ಊ、ྉ理場など付ଐ棟の撤去に൐い、付ଐ

棟が接続していた周囲の外壁やग़入口を整備し、新たに庇や

石階段を設置したɻ

29ɽࢦ定時は現在より敷地が小さく、ܰ井୔ொが平成11年

（1999）と平成1û年（2002）の二度に渡り、建物南側及び東

側の用地を取ಘして現在の敷地規໛となるɻ

30ɽh 敷ౢඒ؍�下 （ɦ明࣏39年ൃ行）にʮ西༸ؗには客室、৸室、

食ಊ、ञ場、ጯ接間、ஊ࿩室、ಡॻ室、٤煙場、玉突場、༡

ٔ場、ሜᚸ҉室等ありɻʯとあるɻ

31ɽ大ਖ਼元年（1912）⚘݄ൃ行ʰかるΙ͟わʱを元に、古写真か

ら൑明したことを加ච・ฤूしたɻ

32ɽ19世ل後半のアメリカの建築༸式で、柱や梁などの骨組みを

化粧材として強調したσβインがಛ௃ɻ

33ɽ明࣏3ÿ年（1905）10݄17೔ಡച新ฉの三笠ホテルのࠂ޿には、

ʮܰ井୔Թઘ（ニードル及シϟワーノ設備あり）ʯとある（ୈ

₅ষୈ₅અ　図5ô5ô1ûࢀ照）ɻ

3ûɽ当時、ܰ井୔にあったͭるやཱྀؗの॓ധྉは、₁೔₃食付き

₁等₂ԁであった（h かるΙ͟わ （ɦ大ਖ਼元年）より）ɻ

35ɽত࿨1ÿ年（19û3）には本ਞ時୅からあった໳とఉԂを残して

除٫されたɻ同5û年（1979）ࠒから分ৡされて঎ళ֗の一部

となったɻ
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ୈ ûઅ　建造物の概要

₄ʵ₁　重要文化ࡒのࢦ定（׭ใࣔࠂ）
ʓ׭ใࣔࠂ　文部Պֶলࣔࠂୈ11û߸
文化ࡒ保ޢ法（ত࿨25年法཯ୈ21û߸）ୈ27৚ୈ₁߲の規定により、࣍の表にܝげる有形文化ࡒを重要文化ࡒにࢦ定
するɻ
ত࿨55年₅݄31೔

໊শ һ数 構造及び形式 所有ऀ 所有ऀॅ所 所在地

旧三笠ホテル ₁棟

木造、建築面積513õ62平方
メートル、₂階建、ؔݰポ
ーチ及び屋根ീ角塔屋付、
スレート葺

ܰ井୔ொ
長野ݝ北܊ٱࠤ
ܰ井୔ொ大字長
૔2ó3ÿ1番地₁

長野ݝ北ܰ܊ٱࠤ井୔ொ大
字ܰ井୔字౜ງ₁ó339番₂
及び1ó339番272

˞所在地は平成16年⚗݄26೔合චされ、1ó339番3û2に変更された

₄ʵ₂　ࢦ定આ明
旧ܰ井୔から໿₁Ωロメートル北΁入った通শ三笠の
地は、೔露ઓ૪のۀ࣮、ࠒ家ࢁ本直良が։ൃしたとこΖ
であるɻ三笠ホテルは明࣏37年に建設がܭըされ、ཌ年
₃݄上棟、39年₅݄にはӦۀが։࢝されたɻ設ܭはԬ田
時太࿠、棟梁は土地の大工小ྛ୅造で、ສ平ホテルのࠤ
౻ສ平が؂ಜしている（Ḽ₁）ɻ建築後、೔本ؗ・別ؗ・
ཋ室棟・食ಊ棟が増築され、本ؗもロビー等が改造され
たɻ大ਖ਼1û年12݄、明࣏屋の手に移ってג式ձࣾ三笠ホ
テルとなり、ত࿨19年にはઓ૪のためӦۀをٳ止、ઓ後
ถ܉に接収され、27年接収解除後、三笠ハウスとしてӦ
しているɻû7年₂݄にۀを再։したが、û5年10݄にഇۀ
はג式ձࣾ೔本長期৴用ۜ行の所有となり、ཌ年໿50メ
ートル北΁曳家し、その際、後設のཋ室棟・食ಊ棟を撤
去、ロビー・ؔݰ回りを一部復原する整備を行ったɻ
木造二階建、建築面積513õ62平方メートル、平面はԜ
型で、南面し、ਖ਼面中央にؔݰ部分、西面北端には多角
形の便所部分が張ग़すɻ屋根は寄棟造で、ਖ਼面中央張ग़
し部とࠨӈ翼中央、എ面中央に飾り破風を設け、西面張
ग़し部にはീ角形の塔屋をのせているɻもとは天然スレ
ート葺であったが、曳家後、カラーϕストコロニアル葺
に変更されたɻ基礎には花ቋؠを積み、外壁は下見板張
りで、階境にઙい庇を設け、軒は持ૹりを付けてඓ隠板
を打ͭɻ窓は四枚Ҿ違い又は上げ下げのガラス窓として
一階にはアーチ形のཝ間を付け、ग़入口はਖ਼面ؔݰがҾ
分け戸の΄かは։戸とするɻ
内部は、ؔݰのԞに主階段をおき、中央棟は南側に廊
下をとって、一階にロビー・食ಊ・客室等を配し、二階
はす΂て客室とするɻ床はԑߕ板にリノリュウムを張り、
壁は漆喰塗で、天井は格天井を張るが、格ԑは面ൽ付の
、らしておりڽ木が多い（Ḽ₂）ɻ食ಊだけはಛ別に内装をࡶ

柱や梁はモールσィングされ、窓にはカーテンボックス
が付けられているɻ小屋組は中央棟と西翼がΩングポス
ト、東翼がクイーンポストであるɻ
この建物は७༸風のホテルとして建築されたもので、
多角形の張ग़しや塔屋を設けてࠨӈ対শを破り、付土
台・定規柱・額ԑ等を強調した壁面・持ૹりを付けた軒
など༏れた外؍をもͭɻ内部はロビーのࡶ作に見る΂き
ものがあり、暖࿍・照明器具・Ӵ生ಃ器等も古いものが
残っている（Ḽ₃）ɻこのछの建築にありがちな後世の改
造がᷮかで、΄とんど当初のままであるのも௝しいɻ

Ḽ

₁ɽ中央部の小屋組に࣍のʤ棟ࡳʥがあるɻ

　　　明࣏三ेീ年　　　ٕࢣ　　　　　棟梁

　　上棟ࢁ　　ࡇ本直良　　Ԭ田時太࿠　　小ྛ୅造

　　　三݄二ेࣣ೔　　　؂ಜ　　　　　෭棟梁

ࣣ޹ສ平　　　小ྛ౻ࠤ　　　　　　　　　　　　　

　　施主のࢁ本直良は明࣏₃年生まれ、೔本༣ધ・ୈेۜޒ行・

明࣏製՛の重໾を຿めた࣮ۀ家で、෉人は作家有ౡ෢࿠のຓ

であるɻ設ऀܭのԬ田時太࿠は安੓⚖年生まれ、鉄ಓٕہ

生・文部লޏ等を経てୢ野金ޗにࢣ事し、೔本ۜ行本ళの工

事現場主೚を୲当したɻ明࣏32年Ԭ田工຿所を։き、3ÿ年に

はຬभに渡って活༂したɻত࿨元年຅ɻ

₂ɽ上棟後にԬ田時太࿠がຬभ΁去ったため、施主のࢁ本直良が

直接ࢦ導に当たったといわれ、施主の޷みでࡶ作が変えられ

た部分もあると఻えられているɻ

₃ɽ照明器具や便器等はӳࠃ製であるɻなお、照明は当初アセチ

レンガスを用いていたɻ
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₄ʵ₃　規໛・主要寸法（ॡ工）

区　　分 ఠ　　要 位　置 寸法・面積

ܻ　　行
ܻ行྆端
柱間真々

中央棟 û2õ299̼

྆翼部 9õ090̼

中央車寄 ûõ5û5̼

東翼車寄 ûõ5û5̼

梁　　間
梁間྆端
柱間真々

中央棟 7õ272̼

྆翼部 10õ90ÿ̼

中央車寄 3õ636̼

東翼車寄 3õ636̼

軒　　ग़
側柱真より
小෣外下޿
角まで

本　屋 0õ679̼

塔　屋 0õ606̼

軒　　高
布石上端よ
り޿小෣外
下角まで

本　屋 7õ533̼

塔　屋 12õ37ÿ̼

棟　　高
布石上端よ
り棟頂まで

中央棟 10õÿ17̼

྆翼部 12õ090̼

建築高さ
ϕタ基礎よ
りフィニア
ル頂部まで

塔　屋 15õ500̼

平ç面ç積 側柱真内側

₁　階 506õû6ᶷ

₂　階 506õû6ᶷ

中央車寄 15õ79ᶷ

東翼車寄 16õ53ᶷ

合　ܭ 10û5õ2ûᶷ

軒ç面ç積
小෣外下޿
角内側

全　体
（車寄含）

6û0õ50ᶷ

屋根面積 平葺面積

本　屋 735õÿ3ᶷ

塔　屋 10õ3ûᶷ

中央車寄 19õ93ᶷ

東翼車寄 30õ7ÿᶷ

北中央庇 2õ05ᶷ

北西寄庇 2õ29ᶷ

合　ܭ ÿ01õ22ᶷ

₄ʵ₄　構造形式（ॡ工）
֓　ཁ
木造、二階建、寄棟造スレート葺、中央棟ܻ行23õ3間、
中央棟梁間₄間、྆翼部ܻ行₅間、྆翼部梁間⚖間、南
面ɻਖ਼面二か所車寄付、鉄板葺ɻ
ฏ　໘　
建物は敷地北西寄りに南面して建ͭɻ本屋は東西྆翼
をਖ਼面に突ग़させたԜ型のࠨӈ対শの平面を基本とする
が、西面に半ീ角形の便所を突ग़させてࠨӈを違えるɻ

中央棟の南に廊下をとって北に客室をฒ΂、྆翼は中廊
下の東西に客室をฒ΂る形を基本とするɻ
₁階は南面中央及び東翼に車寄を付し、中央ؔݰのԞ
にགྷ場付き྆ฦしの主階段を置き、東翼ؔݰのԞをロビ
ーとするɻ中央棟の東西にそれͧれ直階段を置くɻ東半
にロビーやライブラリー、リビングルームなどのڞ有空
間を配し、₁階の西半及び₂階はす΂て客室とするɻ西
面の突ग़部は₁、₂階とも便所とするɻ
基　礎　
割܀石地ۀ、鉄筋コンクリートϕタ基礎の上、側廻り
は安ؠࢁ布石三段積み、要所に換気口を設けるɻ換気口
にはਖ਼面は透ூர鉄製グリル、എ面及び྆側面は竪格子
鉄製グリルをቕめ込むɻ土台及び床ଋ下部はコンクリー
ト製ಠ立基礎とするɻ暖࿍及びཋ室基礎は無筋コンクリ
ートとするɻ外周は、雨落ഉ水ߔを廻らし、雨落ᷤ石据
内側洗いग़し仕上げとするɻ東・北側の各ग़入口には火
成ؠ野面積の石階₃級を設けるɻ
車寄は鉄筋コンクリートϕタ基礎の上、モルタル塗ɻ
ಠ立基礎は鉄筋コンクリートにڽ灰ؠ切石貼りɻ中央ݰ
ؔ石階₄級、東翼ؔݰ木階₄級ɻ
࣠　෦　
外周は布基礎上に土台を据え、໿₁間間ִでアンカー
ボルトを入れて基礎と͙ܨɻ内部間仕切はಠ立基礎上に
土台を据えるɻ隅の通し柱、管柱、間柱を土台に䈂差し
にして建てるɻ胴差、₂階梁、小屋梁、ܻ、筋違で固め、
։口部には窓台、窓㤸を組むɻ通し柱と胴差、ܻ等を୹
目釘で固定するɻٯ金物と࡭
車寄はಠ立柱を三本一体で建て、軒ܻ、軒梁をडけるɻ
চ　૊　
₁階は、コンクリート製ଋ石ブロックの上に床ଋを立
て、側面に根᎕みを釘留めし、大Ҿをࡌせるɻ大Ҿは土
台に䈂差、根太を大Ҿに釘止めし、床板を張るɻ₂階は、
梁組上に根太をฒ΂、床板を張るɻ
খ屋૊・໺஍
中央棟をΩングポストトラス（真ଋ）組、྆翼部をク
イーンポストトラス（対ଋ）組とし、陸梁、真ଋ、対ଋ、
方伺、合掌、฼屋、転止め、棟木、ৼれ止めからなるɻ
トラスの要所をボルト、φット、座金のଞ、ଳ金物、ശ
金物、羽子板ボルトなどの金物で緊結するɻ陸梁は二ஸ
継とし、継手位置で上・下又は྆側面に添木を施し、ボ
ルト締めとするɻ฼屋は、ඓ฼屋から棟木を中央棟で₄
等分、྆翼部で⚖等分し、野垂木をडけて野地板を張るɻ
ീ角塔屋は、小屋梁上に真ଋを立て、合掌を์ࣹ状に
Սけるɻ฼屋を取付け、小෯の野地板をྲྀし張りにॎに
二枚張るɻ
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屋　根
寄棟造、天然スレート一文字葺、大棟・隅棟は木下地
鉄板包みとするɻ棟は樋棟、樋棟डけ、障泥板を鉄板で
包み、スレートを額葺にするɻ下地防水は野地板上に改
質アスファルトルーフィング敷きɻ暖࿍位置の屋根に煉
瓦積の煙突を配し、モルタル仕上げとするɻ煙突裏側ઇ
割りは鉄板葺ɻਖ਼面中央と྆翼中央、എ面中央に飾り破
風を設け、各棟端にはフィニアルを据えるɻ
ീ角塔屋は、鉄板葺で上部を急ޯ配、下部を؇ޯ配の
᭟屋根とし、頂部にフィニアルを据え、隅棟を木下地の
鉄板包みとするɻ
東翼車寄は切࠺造、瓦棒鉄板葺ɻ中央車寄は寄棟造、
鉄板葺で周囲三方に内樋を廻すɻ北面庇はยྲྀれ及び切
造、瓦棒鉄板葺ɻ࠺
㕩Γݢ
漆喰仕上げの小壁を廻らし、付柱から持ૹりと࿹木を
ग़してग़ܻをडけ、ૄ垂木を配し、軒裏を化粧野地とす
るɻ先端にඓ隠板、破風板を廻らし、その外面に܁型付
廻ԑを打ち付け、軒樋を設けるɻ陸梁৲には܁型を施すɻ
ീ角塔屋は小壁板を張り、切目状に軒天井として、廻
ԑ、ඓ隠板を廻すɻ
֎　装　
外壁は、軸部や胴蛇腹、窓額ԑなど木構造を強調した
スティックスタイルを基調とし、壁板は下見板張りで、
軒は装飾を施した持ૹりで支持するɻ化粧木部として、
付柱、付土台、腰長ԡを取付け、階境に胴蛇腹を廻すɻ
胴蛇腹裏板の要所に換気口を設けて、金網を張るɻ₁階
にはᷱ形アーチと半ԁアーチのཝ間を付けるɻ
ീ角塔屋は各面にガラリ窓を設け、下部を᝺子下見板
張りとするɻ
車寄は։์とし、中央車寄のバルコニーに手摺を廻すɻ
಺　装　
床は₁階全面と₂階廊下を二重の板張とするɻ下張り
と₂階客室の床板は本࣮の೴天釘打ちで根太に留め、上
張りは小෯ԑߕ板の落し釘留めとするɻ廊下と階段はリ
ノリウム筋敷、₂階客室はリノリウム全面敷、₁階ロビ
ーとライブラリーは、リノリウム中央敷とするɻ便所及
び客室ᶺ1ÿ前室のཋ室はタイル張り、客室ᶺ23ཋ室はモ
ルタル仕上げとするɻ
内壁は、木摺下地の大壁漆喰塗で、෯木と腰見切ԑを
८らし、൶・窓の周囲に額ԑを廻すɻ腰壁及びロビーの
壁を玉子漆喰、ライブラリーの壁を鼠漆喰とするଞは、
白漆喰とするɻ天井は、木組板張天井だが、₂階の西翼
周ลの客室を成形材による木組天井とするଞは、ࢅにൽ
付きのࡶ木半割丸太を用いるɻ

ロビーはಛ別に内装をڽらし、ಠ立柱や天井の化粧梁
にはモールσィングを施し、腰壁にはൽ付きࡶ木半割丸
太の竪子を取付けるɻ窓にはদと௽のூ刻・三笠ホテル
のマークをあしらったカーテンボックスを取付け、レー
スカーテンを釣るɻそのଞ、東西翼の各室と客室ᶺ23、
廊下南面、主階段北面にはドレープやレースカーテンを
カーテンロッドから釣り下げるɻ
建　具　
窓は、Ҿ違いガラス窓एしくは上げ下げガラス窓とし
て᧪状にࢅを付すɻ₁階のҾ違い窓上にはᷱ形アーチの
ཝ間を付け、ቕࡴし及び回転ガラス窓を入れ、上げ下げ
窓上には半ԁ形のཝ間を付け、ቕࡴし窓を入れるɻෟ室
のない₂階客室ᶺ̓と12の北面は、Ҿ違いガラスの二重
窓とするɻ外部の൶は、ਖ਼面ؔݰをҾ分けの腰付ガラス
戸とし、ଞはย։きएしくは྆։きの腰付ガラス戸、྆
։きの板戸とするɻ
内部の൶は、ロビー・リビングルームと廊下境は྆։
きの板戸とし、中央廊下と便所前廊下境は྆։きの腰付
ガラス戸、そのଞの各室と廊下境はย։きの板戸とするɻ
客室とෟ室境には、南側ではย։きの腰付ガラス戸、北
側ではҾ分け腰付ガラス戸を吊るɻ
塗　装　
外部木部は、༉性調合ペイント塗、ただし、下見板と
軒裏、塔屋のガラリはオイルステイン塗とするɻ外部水
切板金を合成樹脂調合ペイント塗、漆喰・モルタル面を
合成樹脂Τマルシϣンペイント塗とするɻ内部木部は、
階段手摺、ロビー柱型、マントルϐース、カーテンロッ
ド・ブラケット・リングをワニス塗とし、床板をオイル
ステイン塗、そのଞを༉性調合ペイント塗とするɻ
設備・଄࡞
各室に電気を配線し、天井中央にチェーンペンダント
を吊り、客室ෟ室と廊下にはパイプペンダントを下げるɻ
ロビーには天井中央に⚖灯式のシϟンσリアを、その周
囲に₃灯式のシϟンσリア₄基を吊るɻ便所・ཋ室には
コードペンダントを吊るɻ
暖࿍をロビーに₂箇所、ライブラリー、客室のうち東
西྆翼12室と₂階北面中央東寄り₂室に各₁箇所設けるɻ
₁、₂階便所に手洗器、༸式大便器、ハイタンク、小
便器を備え、₁階便所前廊下、全ての客室には手洗器と
鏡、鏡下台を備えるɻこの΄か、客室ᶺ1ÿと23の޿い客
室₂室には༸式大便器とバスタブ付のཋ室を付すɻ
ͦͷଞ　
࿈ܞ事ۀにおいて、建物の活用上管理部໳となるリビ
ングルーム、客室ᶺ₅、⚖には、࢖いউ手や古材保ޢな
どをྀߟして、間仕切壁を設置し、一部を二重床としたɻ



10 ୈ₁ষ　֓　　　આ

ਤ1ô4ô1　東翼໛式ਤ（アイιϝਤ）



11ୈ 4 અ　建造物の֓ཁ

ࣨ಺ࡉ෦ࣜܗ

室　　໊ 床 内　　壁 天　　井 ԋ窓装置 照明器具 そのଞの装置

中央車寄

モルタル塗 ᴷ

木組板張り
天井

ᴷ

なし
屋上手摺付きバル
コニー

東翼車寄 板張り天井
シーリングラ
イト

木階₄級

ロビー（旧ダ
イニングルー
ム）

板張り、中
央リノリウ
ム敷き

玉子漆喰塗
腰壁ൽ付き半
割丸太竪子、
෯ 木・ 腰 見
切・額ԑ

折上げ板張
り天井

レースカーテン、
カーテンボック
ス

シϟンσリア
⚖灯ʷ₁基、
シϟンσリア
₃灯ʷ₄基

ಠ立柱、暖࿍、マ
ントルϐース

ライブラリー
鼠漆喰塗、෯
木・腰見切・
額ԑ

丸太木組板
張り天井

なし

チェーンペン
ダントʷ₂台

暖࿍、マントルϐ
ース

リビングルー
ム

板張り

白漆喰塗、腰
壁玉子漆喰塗、
෯木・腰見切・
額ԑ
˞客室ᶺ₂・
₃・15・16ෟ
室の廊下境の
壁上部は竪板
張り

丸太木組板
張り天井

チェーンペン
ダント

なし

Τントランス
ホール

板張り、中
央リノリウ
ム筋敷き

シϟンσリア
石階₄級、木製手
摺（਌柱、手摺
子）

主階段
板張り、中
央雷文ボー
ダー柄リノ
リウム筋敷
き

レースカーテン、
カーテンロッド
（གྷ場）

チェーンペン
ダント

木製手摺（਌柱、
手摺子）

東・西෭階段
丸太ᑫԑ板
張り天井

なし なし
鉄製手摺（ブラケ
ット）

₂階ホール 板張り、中
央リノリウ
ム筋敷き

丸太木組板
張り天井

ドレープカーテ
ン、カーテンロ
ッド

シϟンσリア

なし

₁、₂階廊下
丸太ᑫԑ板
張り天井

パイプペンダ
ント

客室ᶺ₁・
₄・1û・17

リノリウム
敷き

丸太木組板
張り天井
（客室ᶺ11、
1ûʙ17は木
組板張り天
井）

チェーンペン
ダント

暖࿍、マントルϐ
ース、手洗器、鏡

客室ᶺ₂・
₃・15・16

暖࿍、マントルϐ
ース

客室ᶺ₅ なし

客室ᶺ⚖・⚘
ʙ11

なし

客室ᶺ⚘は暖࿍、
マントルϐース

客室ᶺ⚗・12
手洗器、鏡、客室
ᶺ⚗は暖࿍、マン
トルϐース

客室ᶺ₂・
₃・15・16ෟ
室 丸太ᑫԑ板

張り天井

ドレープカーテ
ン、カーテンロ
ッド

パイプペンダ
ント

手洗器、鏡
客室ᶺ₅・
⚖・⚘ʙ11ෟ
室

なし なし
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室　　໊ 床 内　　壁 天　　井 ԋ窓装置 照明器具 そのଞの装置

客室ᶺ1ÿ
板張り、中
央ឿᓾ敷き
（整備）

白漆喰塗、腰
壁玉子漆喰塗、
෯木・腰見切・
額ԑ

丸太木組板
張り天井

ドレープカーテ
ン、レースカー
テン、カーテン
ロッド

チェーンペン
ダント

暖࿍、マントルϐ
ース

客室ᶺ1ÿ前室
ドレープカーテ
ン、カーテンロ
ッド

チェーンペン
ダント、ブラ
ケット

暖࿍、マントルϐ
ース、手洗器、鏡

客室ᶺ1ÿཋ室 タイル張り
白漆喰塗、腰
壁タイル張り

なし
コードペンダ
ント

バスタブ、大便器、
貯水タンク

客室ᶺ1ÿෟ室
板張り、中
央リノリウ
ム筋敷き

白漆喰塗、腰
壁玉子漆喰塗、
෯木・腰見切・
額ԑ
˞客室ᶺ1ÿ・
19ෟ室の廊下
境の壁上部は
竪板張り

丸太ᑫԑ板
張り天井

ドレープカーテ
ン、カーテンロ
ッド

パイプペンダ
ント

手洗器、鏡

客室ᶺ19

板張り

丸太木組板
張り天井

ドレープカーテ
ン、レースカー
テン、カーテン
ロッド

チェーンペン
ダント

暖࿍、マントルϐ
ース

客室ᶺ19ෟ室
丸太ᑫԑ板
張り天井 ドレープカーテ

ン、カーテンロ
ッド

パイプペンダ
ント、ブラケ
ット

手洗器、鏡

客室ᶺ20 丸太木組板
張り天井

チェーンペン
ダント

暖࿍、マントルϐ
ース、手洗器、鏡

客室ᶺ21・22

なし

なし

客室ᶺ21・22
ෟ室

丸太ᑫԑ板
張り天井

なし

手洗器、鏡

客室ᶺ23
丸太木組板
張り天井

ドレープカーテ
ン、カーテンロ
ッド

チェーンペン
ダントʷ₂台、
ブラケット

客室ᶺ23ཋ室
モルタル塗
り

白漆喰塗、腰
壁モルタル塗
り

丸太ᑫԑ板
張り天井

なし
コードペンダ
ント

バスタブ、大便器

₁、₂階便所 タイル張り
白漆喰塗、腰
壁タイル張り

丸太木組板
張り天井

手洗器、大便器、
小便器、貯水タン
ク

˞室内の塗装仕上げは以下のとおり
・額ԑ、෯木、腰見切り、天井板、建具は༉性調合ペイント塗仕上げ、床板（見え掛かり）はオイルステイン塗ɻ
・マントルϐース、カーテンボックス、カーテンロッド、ಠ立柱（ロビー）、主階段手摺はワニス塗仕上げɻ

˞࿈ܞ事ۀ（活用؀境強化事ۀ、防ࡂ施設等整備事ۀ）で以下の設備を設置
・各室にコンセント設備、ࣗ動火ࡂใ知設備（煙感知器）を設置ɻ
・ライブラリー、客室ᶺ⚗ʙ11・19・20・23には、ライティングダクトレールを吊って、スポットライトなど補ॿ照明を設置ɻ
・リビングルームには、スタッフ߇室として空調・څഉ水設備、ライブラリーには、ϛューδアムシϣップとして暖๪設備ɻ
・客室ᶺ₁ʙ₄（ෟ室を含む）には、カフェとして暖๪設備・換気設備、客室ᶺ₅・⚖（ෟ室を含む）には、؆қਥ๪として空調・څഉ
水・換気設備、客室ᶺ1ûʙ17には、貸室として換気設備を設置ɻ
・小屋内に点検用のΩϟットウΥークを合板足場板で設置し、照明設備を設置（天井改め口を₂階ホールと客室ᶺ₁・12に設けた）ɻ
・客室ᶺ20には、లࣔ室としてϐクチϟーレールを設置ɻ


